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2021年 1月 29日 

ブラジルと南アフリカの新型コロナ感染状況 

 

        公益財団法人  国際通貨研究所  

        経済調査部 上席研究員 森川 央  

 

昨年 11 月ごろ、新型コロナウイルスの変異株が南アフリカ（以下南ア）とブラジル

で相次いで発生した。毒性（致死率）についてはまだ不明であるが、感染力は従来のウ

イルスよりも高いとされている。そのため、両国で年末から年始にかけて陽性者数が急

増している。 

南アでは 11 月末時点で 2,897 人（1 日当たり、以下同じ）だった新規陽性者数は 12

月末には 13,509人へと 1カ月で 4.66 倍になった（図 1）。たまりかねた南ア政府は、屋

内外での集会を原則として禁止する、飲食店の営業も午後 8時までに制限する、アルコ

ール類の販売も禁止する、などのロックダウンを発表した（12 月 28日）。 

足元で新規陽性者は減少し始めているが、まだ第 1波のピーク付近にとどまっている。

そして注意すべき点はロックダウンを導入しているにもかかわらず、1 人の感染者から

何人に感染が広がるかを示す実効再生産数（Rt）が 1を上回っていることである（図 2）。

変異株の感染力は強く、更に厳しいロックダウンが必要になる可能性がある。 

図 1 新規陽性者数（5日移動平均）  図 2 実効再生産数（Rt） 
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一方、ブラジルでも 2020 年 11月から再び新規陽性者が増加してきている。ブラジル

は全国的なロックダウンを実施していないため、年明け後も陽性者数が高止まりしてい

る（53,767 人、1月 26日時点）。 

ブラジルでは「Ｐ．１」という変異株が拡大している。変異株が発見されたアマゾナ

ス州マナウスで陽性者に占める変異株のシェアは 12 月には 52.2％だったが、1 月には

85.4％に達したと推計されている。そして、ブラジルのアドルフォ・ルッツ研究所によ

ると、サンパウロ州でも３人の変異株陽性者が確認された（1月 26日）。マナウス以外

で変異株陽性が確認されたのは初めてである。今後、大都市圏でも変異株が広がり、全

国的な流行に拡大していく恐れがある。 

最新の IMF 世界経済見通しによると、2021 年の実質成長率は南ア 3.3％、ブラジル

3.6％と予想されている。だがワクチン接種はどちらの国でも遅れているうえ、そもそ

も変異株には有効性が低い可能性もある。変異株は両国の景気腰折れリスクを増大させ

ている。 

以 上 
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